「あ、 あの方が よろしい かも 知れない わ。 じきです か 

ら、 待って て 下さいね ご 

彼女が 出て 行き、 一 人になる と、 浅 野 は 卓上に 首 を 

垂れて、 両の 掌に 額 を かかえた。 戸外に 虫の 声が する 

だけの、 深い 静けさだった。 

銀 盆に、 ジン フィ— ルの コップ 二つと、 チ— ズの小 

皿。 それ を 美 枝 子 は 浅 野の 前に 押し やった。 

「お礼の つもりよ。 だって、 あんな 噂の こと、 率直に 

わたしへ 言って 〔# 「言って」 は 底本で は 「行って 匕 下 

すった の は、 あなた 一人 だけです もの ご 

浅 野 は 顔 を 挙げた。 



えこんだ。 ややあって、 浅 野の 方へ 歩み寄り、 ソファ— 

に 腰 を 下して、 やさしく 言った。 

「あなたの 仰 言る こと、 わたしに もよ く 分って おり ま 

すわ。 でも、 どうに もなら ない こと だって、 あります 

のよ ご 

浅 野 はま だ 顔 を 挙げな か つ た。 

「それにしても、 ずいぶん 思 い 切った， J と を 仰 言 つ た 

わね。 だから、 わたしの 方で も、 思い切って お頼みが 

あります わ。 聞いて 下さいます かご 

浅 野 は 鼻 をかん で、 眼 を 挙げた。 その 前へ、 美 枝 子 

は ジン フィ— ルの 残りの 一 杯 を つき出した。 



おいてさ ご 

恒 子は睥 むまね をした。 

「わたくし、 初めて 分りました わ。 姙娠 という ことが、 

どんなに ひとに 嫌われる か …… ご 

「ことに、 男の かたに はそう です よご 

「考えて みると、 やっぱり、 いやな ことです わね。 お 

腹が ぶくぶく ふくらん できて、 お尻が で つばつ てきて 

…… わたくし、 結婚 中に 姙娠 しないで よかった と、 つ 

くづく 思います わご 

「今 だから、 あんた、 そんな ことが 言え るんで す。 わ 

たしなん か、 三人 も 子供 を 産みした よ 〔# 「産みした よ」 



は ママ r」 

「それ は、 昔の ことで ございま しょうご 

「当り前じゃありません かご 

「昔 だったら、 構いません わ。 わたくし でも、 昔の こ 

となら 平気です わ。 いま、 この 身体で …… と 思う と、 

ぞ つ とします の ご 

「あ、 ちょ つ と ご 

恒子は 美 枝 子の 腕に さわった。 目配せ された 方に 眼 

を やる と、 星 山が、 あの 大きな 図体で、 だぶだぶの 服 

をつ けて、 あちらへ 歩いて ゆく ところだった。 

「わたしたちの 方 を 見て、 引き返して いらした ようで 



松が 数 本、 ひょろひょろと 植 つていた。 

その 松の木 立のと ころで、 突然、 二人の 男が 格闘 を 

始めた ので ある。 二人とも 洋服 姿の、 相当な 身なり 

だった。 一人 は 五十 年配の 肥満した 男で、 一人 はま だ 

若く 痩せ型だった。 年寄りの 方が ぶら り ぶら り 歩いて 

ゆく の を、 若い 方が 追つ かけて きて、 なに かちよ つと 

言葉 を かけ、 いきなり 殴りつ けた ものら しい。 そして 

暫く 揉み合つ てるう ちに、 年寄りの 方が、 突き落され 

るか 足 を 滑らす かして、 子供み たいに 崖 下へ 転げ落ち、 

泥 池に はまって しまった。 若い 方 は、 それ を 上から 眺 

めて、 しばく 〔# 「しばく」 は ママ U 突っ立って いたが、 



自分の 帽子 を 拾う と、 足早に すたすた 行って しまった _ 

その 光景 を 目撃した の は、 通りが かりの 二三 人に 過 

ぎなかった。 短時間の ことで、 訳が 分らなかった。 馳 

けつけ てみ ると、 男 は 池の 中に 坐り こむ ようにして、 

ぼかんと していた。 それから のこのこ 逼ぃ 出して きた _ 

見物人 は 小径 伝いに 降りて ゆき、 彼 を 崖 上に 援け 上げ 

た。 大した 怪我 もな さそう だった。 

「この 近所に、 自動車 はない かね ご 

びっくり する ほど 元気な そして 横柄な 調子で、 彼 は 

尋ねた。 

この 近所に 自動車 は なかなか 見当る まいと 聞いて、 



彼 はちよ つと 考えて る 風だった が、 帽子 は 忘れ、 泥水 

に ずぶ濡れ になった まま、 すたすた 歩き 出して、 板 倉 

邸の 方へ 行き、 その 裏口へ はいって しまった。 見物人 

は 呆気に 取られた 形 だ つ た。 

その 男が、 星山浩 二だった。 星 山 は 板 倉 邸へ 裏口 か 

ら はいって ゆき、 下男 を よんで、 ティ— -パ —ティ 1 

の 際 だからと 秘密に 頼み、 遠い 自宅へ 電話 を かけて、 

着換え を 持って 自動車の 迎ぃを 依頼し、 下男 部屋 を 借 

りて 身体 を 洗った。 額と 腕に 擦り傷が ある だけだった。 

まだ 可な り 酔って いた。 

「酔って たため、 崖から 落ちても、 怪我がなくて 済ん 



-ぃ こよ、 まま ま。」 

彼 は 磊落そう に 笑った。 

それだけの ことだった が、 然し、 秘密に は 済まな かつ 

た。 板 倉の 家人た ちに はすぐ に 知れ渡った。 格闘 を 目 

撃した 者 もいた ので ある。 然し、 様子 を 見に 来た 警官 

に 向って、 星 山 は、 下らない こと だと 言い、 襲われた 

の は 事実 だが、 顔見知りの 男 だし、 物取りで もない こ 

とだし、 内分に 願う と 言った。 

事件 は 一 応 落着した。 

その 話が、 翌日の 夕方、 立花恒 子の 耳に はいった。 

彼女 は ティ—. パ —ティ ー を 早めに 辞去した ため、 そ 



ません。 どういう 人が、 どういう わけで 襲った か、 そ 

れが すこし 気になって、 わざわざ、 こうして 出て 来た 

んで すよ。 わたしたち、 星 山さん と は ああした 係り 合 

いが あるでしょう。 だから、 もしも、 その 襲った 人に 

も 係り合いが あったら、 どうします か。 こんど は、 噂 

だけで は 済みません からね。 警察の 方から も 人が 来た 

そうです よ。」 

「そのような こと、 御 心配な すって いらし やい ますの 

〔# 「いらし やい ますの」 は ママ r それで は、 おば さまに 

お 目に かける ものが ございま すご 

美 枝 子 は 立って ゆき、 間もなく、 一 つの 封筒 を 持つ 



て 来た。 

封筒に はた だ、 「小 泉 美 枝 子 様、 必 親展」 とだけ して 

あった。 

「今日の 午後、 宅の 郵便箱に はいって おりました の。 

御 本人が 自分で 投げ込んで いった ものと 思われます ご 

恒子は 封筒 を 開いた。 粗末な 紙に 几帳面な 〔# 「几 

帳面な」 は 底本で は 「凡 帳面な 匕 細字が 竝ん でいた。 

御 別れし なければ なら なくなりました。 私 は 田舎へ 

引 込みます。 愛情に かけて、 万事 を 御 許し 下さい。 

詳しい 御 話 を 承 わって から、 私 は H を 憎みました。 



校舎 増築に ついて 前から H を 知っていた だけに、 猶更、 

憎悪の 念が 深まりました。 あなた は 一 笑に 附 してお い 

でに なり ましたが、 噂 話 其 他に より、 また S 夫人の 仲 

介に より、 世間 的に あなたの 顔へ 泥 を 塗った の は、 み 

な H が 原因です。 

あなたが 私の 頰を打 たれた 真意 は どこに あつたので 

しょうか。 あなた 自身の 自己 解放の 契機と、 私 は 理解 

します。 然し それば かりで はなく、 H への 復謦、 ひい 

て は 男性 一 般 への 復謦 も、 交って いたに 違い ありませ 

ん。 

板 倉 家の 観菊の 会へ あなたが おいでに なること を、 



私 は 知っていました。 それ は 何でもありません。 然し、 

H も 行く こと を 私 は 偶然 知り、 憤慨し ました。 あなた 

の 身辺に H が 存在す る こと は、 あなた を瀆す ことです。 

尚且、 嫉妬 反目の 念 も 私に あった こと は 否定し ません。 

私 は 殆んど 無意識的に、 板 倉 家の 近く を 彷徨し まし 

た。 中にはい つて 行く ことの 出来ない 自分自身 を 苛立 

ちました。 その 時、 板 倉 家から 出て 来る H を 見かけ ま 

した。 酒に 酔って るら しい 彼の 足取り は、 更に 私を激 

昂 させました。 

私 は 彼 を 追い かけ、 崖のと ころで 呼び止め ておいて、 

迂濶 にも あなたの 名前 を 口走り、 彼の 頰を 殴りつ け ま 



した。 あなたの 名前 を 口に 出した の は、 全く 迂濶 でし 

たが、 然し 私 は 冷静で ありました。 あなたに 代っての 

復謦と いう 気 も あ つたので す。 

彼 は 私に 抵抗し、 組 打と なりました。 一 瞬、 私に は 

殺意が 萌しました。 これ は 重大な ことです。 然し 幸に 

も、 彼 は 崖から 転落して、 その 下の 泥沼に はまり 込み 

ました。 もし 彼が 酒に 酔って いなかったら、 彼 は 大兵 

肥満で 強力です から、 私の 方が 締め殺され るか、 泥沼 

に投 込まれる かした ことでしょう。 

H は 私 を 知って おります。 校舎 増築の ことで です。 

H として は、 私 を このまま 放 iM して はおき ますまい。 



悪で 一 杯です。 

私 は 田舎に 戻り、 一 切の こと を 妻に 告白す るつ もり 

です。 妻 は 理解して くれる でしよう。 明朝、 学校へ は 

辞表 を 出します。 それから、 この 手紙 を 御宅の 郵便箱 

へ 届けます。 お 目に かかる 勇気 はとても ありません。 

T 様の 方へ は、 よろしく 御 取りな しおき 下さい。 

手紙の 署名 は、 ただ A とあった。 

恒子は 大きく 溜息 を ついた。 

「ねえ、 おば さま、 法律 か 哲学の 文章み たいで ござい 

ましょう。」 
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